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七
、
魏
晋
南
北
朝

一
、
後
漢
の
衰
退
と
諸
思
想

和
帝
以
降
、
社
会
混
乱
が
激
し
く
、
安
帝
以
後
の
皇
帝
は
即
位
時
に
若
か
っ
た
た
め
、
外
戚
の
権
力
が
増
加
、
宦
官
が
台
頭
。

一-

一
、
衰
退

・
〔

党
錮
事
件

〕
…
宦
官
が
党
人
を
捕
ら
え
て
禁
錮
し
た
こ
と
。

1

（
第
一
次
）
桓
帝
の
一
六
六
年
、
宦
官
の
横
暴
に
憤
慨
し
た
李
膺
・
陳
蕃
ら
が
政
治
批
判
を
は
じ
め
る
と
、
太
学
の
学

り

よ

う

ち
ん
ば
ん

生
た
ち
も
党
派
を
結
成
し
て
政
府
を
批
判
。
党
人
の
多
く
が
逮
捕
さ
れ
、
終
身
禁
錮
の
刑
を
受
け
る
。

（
第
二
次
）
霊
帝
が
即
位
、
李
膺
ら
は
釈
放
さ
れ
た
が
、
再
び
宦
官
を
討
伐
す
る
計
画
を
立
て
、
そ
れ
が
発
覚
し
た
た

め
に
一
六
九
年
に
大
規
模
な
弾
圧
が
行
わ
れ
た
。
百
余
人
が
死
刑
、
六
百
人
以
上
が
禁
錮
に
処
せ
ら
れ
る
。

鄭
玄
、
何
休
、
趙
岐
ら
が
こ
の
事
件
に
遭
遇
。
門
を
閉
じ
て
経
学
研
究
に
専
念
し
、
後
世
に
残
る
注
釈
書
が
誕
生
。

・
〔

黄
巾
の
乱

〕
…
〔

張
角

〕
が
中
心
と
な
っ
て
〔

太
平
道

〕
と
い
う
一
種
の

2

3

4

宗
教
結
社
を
創
設
、
数
十
万
の
信
者
と
と
も
に
反
乱
。
布
教
の
際
、
黄
老
の
道
を
掲
げ
て
、
呪
術
的
な
病
気
の
治
療

を
行
う
ば
か
り
か
、
太
平
道
の
教
え
に
し
た
が
え
ば
不
老
長
生
の
術
を
身
に
つ
け
、
仙
人
に
な
れ
る
と
説
い
た
。

・
〔

五
斗
米
道

〕
…
〔

張
陵

〕
が
率
い
た
教
団
。
入
信
の
際
、
五
斗
（
約
十
㍑
）
の
米
を
納

5

6

入
す
る
。
呪
術
的
な
病
気
治
療
を
行
い
、
二
代
の
張
衡
、
三
代
の
張
魯
と
引
き
継
が
れ
る
う
ち
に
、
勢
力
を
拡
大
。

◎
こ
れ
ら
は
中
国
固
有
の
宗
教
〔

道
教

〕
の
源
流
と
な
る
も
の
で
、
明
帝
の
時
代
に
西
域
よ
り
伝
来
さ
れ
た

7

と
い
う
〔

仏
教

〕
と
と
も
に
相
互
に
影
響
し
あ
い
な
が
ら
、
民
衆
の
間
に
根
づ
い
て
い
く
。

8

一-

二
、
後
漢
末
の
思
想
家

①
〔

荀
悦

〕
―
〔

『
申
鑒
』

〕

9

10

漢
王
朝
の
再
興
を
願
い
、
献
帝
に
献
上
。
王
充
・
王
符
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
讖
緯
説
を
排
斥
、
神
秘
主
義
を
否
定
。

道
徳
・
刑
罰
両
方
に
価
値
を
認
め
、
ど
ち
ら
を
用
い
る
か
は
時
宜
に
よ
っ
て
決
め
る
。〔

性
三
品
説

〕
を
唱

11

え
、
上
知
と
下
愚
の
間
に
中
人
を
設
定
、
法
と
教
育
こ
そ
中
人
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。

②
〔

仲
長
統

〕
―
〔

『
昌
言
』

〕

12

13

過
去
の
出
来
事
を
論
説
し
な
が
ら
、
現
実
世
界
の
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
。
天
人
相
関
思
想
を
否
定
し
、
天
道
を

単
な
る
自
然
法
則
と
考
え
、
人
間
を
中
心
に
し
、
理
性
を
尊
重
す
る
立
場
を
と
る
。
無
条
件
に
親
の
意
向
に
従

う
孝
を
否
定
、
子
が
理
性
的
に
判
断
し
て
自
分
自
身
の
主
体
性
に
も
と
づ
く
孝
こ
そ
真
の
孝
で
あ
る
と
主
張
。

◎
社
会
を
冷
静
に
分
析
す
る
と
と
も
に
、
人
間
を
尊
重
す
る
。
魏
晋
に
お
け
る
人
間
そ
の
も
の
の
発
見
へ
と
継
承
。

二
、
魏
晋
時
代
の
思
想

※
〔

『
三
国
志
』

〕
…
西
晋
の
〔

陳
寿

〕
の
撰
。
二
八
〇
～
二
九
〇
年
頃
に
編
纂
。

14

15

「
魏
書
」
三
十
巻
（
本
紀
四
巻
、
列
伝
二
十
六
巻
）「
蜀
書
」
十
五
巻
（
列
伝
の
み
）「
呉
書
」
二
十
巻
（
列
伝
の
み
）

〔

『
三
国
志
演
義
』

〕
…
明
の
長
編
歴
史
小
説
。
元
末
明
初
の
羅
貫
中
の
作
と
さ
れ
る
。『
三
国
志
』

16

に
基
づ
い
て
、
三
国
時
代
の
史
実
を
虚
構
を
交
え
て
記
す
。
魏
の
曹
操
、
呉
の
孫
権
、
蜀
の
劉
備
・
諸
葛
孔
明

ら
の
活
躍
を
通
俗
的
に
描
く
。
日
本
で
も
江
戸
時
代
に
翻
訳
さ
れ
、
愛
読
さ
れ
た
。

二-

一
、
三
国
時
代
の
儒
教

・
魏
王
曹
丕
、
後
漢
の
献
帝
か
ら
禅
譲
。
曹
魏
政
権
の
政
治
思
想
を
形
成
し
た
の
は
、
主
に
漢
末
清
流
知
識
人
出
身
の

人
々
。
後
漢
の
衰
退
を
儒
教
の
弊
害
が
も
た
ら
す
も
の
と
は
考
え
ず
、
理
想
の
儒
教
国
家
実
現
の
必
要
性
を
痛
感
。

・
儒
教
の
国
教
の
地
位
は
失
っ
た
が
、
代
わ
っ
て
国
教
の
地
位
に
つ
い
た
学
問
・
思
想
は
存
在
し
な
い
。

・
〔

王
粛

〕
…
後
漢
の
鄭
玄
と
学
界
を
二
分
す
る
権
威
を
有
し
た
魏
の
儒
学
者
。『
尚
書
』『
詩
』『
論
語
』

17

「
三
礼
」
に
注
釈
。
鄭
玄
の
学
を
学
ん
だ
が
、
机
上
の
空
論
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
、
伝
統
的
な
漢
代
儒
教
の
系

統
に
連
な
る
復
古
的
な
学
説
を
唱
え
た
。
呉
の
虞
翻
も
鄭
玄
の
学
に
反
対
。

ぐ

ほ

ん

・
〔

『
正
始
石
経
』

〕
（
『
三
体
石
経
』
）
の
建
立
…
儒
教
の
経
典
の
本
文
を
古
文
・
篆
書
・
隷
書
の
三
書

18体
で
石
に
刻
ん
だ
も
の
で
、
魏
の
正
始
年
間
に
洛
陽
の
太
学
に
た
て
ら
れ
た
。

二-

二
、
玄
学
と
清
談

・
正
始
の
頃
、
〔

老
荘
思
想

〕
が
関
心
を
集
め
、
儒
教
の
書
物
も
そ
れ
で
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

19
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◎
〔

「
三
玄
」

〕（
『
易
』『
老
子
』『
荘
子
』）
→
〔

「
玄
学
」

〕

20

21

そ
の
議
論
は
〔

清
談

〕
と
呼
ば
れ
る
。

22

・
〔

何
晏

〕
…
漢
魏
の
諸
説
を
取
捨
選
択
し
、
自
説
を
交
え
て
『
論
語
集
解
』
を
著
す
。
老
荘
思
想
を
主
と
す
る
。

23

無
の
重
要
性
を
説
く
『
道
論
』
や
、
無
が
有
を
生
み
出
す
道
の
「
用
」
で
あ
る
と
述
べ
る
『
無
名
論
』
を
著
す
。

・
〔

王
弼

〕
…
『
老
子
』
『
易
』
の
注
釈
を
著
し
、
何
晏
の
貴
無
思
想
を
発
展
。
何
晏
と
同
様
、
『
論
語
』

24

を
老
荘
思
想
に
基
づ
い
て
解
釈
。
無
が
有
の
本
（
本
体
）
だ
と
す
る
存
在
論
を
打
ち
立
て
る
。

・
二
九
四
年
、
司
馬
懿
が
曹
爽
一
派
を
粛
清
、
魏
の
実
権
を
握
る
と
、
時
代
は
二
六
五
年
の
魏
晋
革
命
へ
と
突
き
進
む
。

し

ば

い

何
晏
・
王
弼
の
死
後
、
司
馬
懿
が
王
粛
と
親
し
く
伝
統
的
儒
教
支
持
者
で
あ
っ
た
た
め
に
下
火
に
な
る
か
に
見
え
た

玄
学
・
清
談
は
、
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、
知
識
人
の
間
に
浸
透
し
た
。

◎
〔

竹
林
の
七
賢

〕
の
登
場
…
阮
籍
・
嵆
康
・
山
濤
・
王

戎
・
向

秀
・
阮
咸
・
劉

伶

げ
ん
せ
き

け
い
こ
う

さ
ん
と
う

お
う
じ
ゅ
う

し
ょ
う
し
ゅ
う

げ
ん
か
ん

り
ゅ
う
れ
い

25世
俗
を
さ
け
て
、
竹
林
で
音
楽
と
酒
を
楽
し
み
、
清
談
に
ふ
け
っ
た
七
人
の
隠
者
。

魏
晋
の
サ
ロ
ン
で
清
談
の
話
題
を
さ
ら
う
。
反
礼
教
の
振
る
舞
い
。

〔

阮
籍

〕
…
玄
学
に
優
れ
、
清
談
に
巧
み
で
、
詩
人
と
し
て
も
名
が
知
ら
れ
る
。
元
々
儒
教
に
よ
る
理

26想
社
会
実
現
を
夢
見
て
い
た
が
、
魏
晋
時
代
の
社
会
混
乱
と
価
値
観
の
傾
倒
に
よ
り
、
老
荘
思
想
に
向
か
う
。

〔

嵆
康

〕
…
老
荘
思
想
を
神
仙
の
実
在
と
長
生
の
実
践
法
と
を
理
論
づ
け
る
神
仙
思
想
と
見
な
す
。

27

・
〔

裴
頠

〕
…
〔

『
崇
有
論
』

〕
を
著
す
。
至
無
・
虚
無
は
有
の
欠
遺
に
す
ぎ
ず
、
生
と
い
う
能

28

29

力
を
備
え
て
な
い
と
断
定
。
王
弼
ら
の
貴
無
思
想
を
全
面
否
定
し
、
有
と
無
と
の
関
係
を
逆
転
さ
せ
る
。

〔

郭
象

〕
…
〔

『
荘
子
』

〕
の
注
釈
を
著
す
。
裴
頠
と
同
じ
く
、
無
に
有
を
生
む
能
力
は
な
く
、

30

31

有
は
自
生
す
る
と
い
う
。
造
物
者
を
否
定
し
、
万
物
は
自
造
（
自
主
）
し
、
共
同
し
て
社
会
を
形
成
し
な
が
ら

も
、
自
足
・
自
得
し
独
立
し
た
存
在
で
あ
る
と
説
く
。

三
、
東
晋
・
南
北
朝
時
代
の
思
想

・
三
一
六
年
、
西
晋
滅
亡
。
以
来
、
華
北
は
非
漢
民
族
の
周
辺
諸
民
族
の
支
配
す
る
地
と
な
る
。
→
〔

北
朝

〕

32

一
方
、
江
南
に
は
晋
王
朝
の
一
族
で
あ
る
司
馬
睿
が
東
晋
王
朝
を
建
て
て
以
後
、
宋
（
劉
宋
）
・
斉
（
南
斉
）
・
梁
・

陳
と
い
う
漢
民
族
の
王
朝
が
相
次
い
で
興
起
。
→
〔

南
朝

〕

33

・
貴
族
制
社
会
。〔

「
玄
儒
文
史
」

〕
…
玄
学
・
儒
学
・
文
学
・
歴
史
の
教
養
を
身
に
つ
け
る
。

34

三-

一
、【
仏
教
】

◎
〔

格
義
仏
教

〕
…
老
荘
思
想
を
主
と
す
る
在
来
の
思
想
を
媒
介
に
外
来
の
宗
教
・
思
想
で
あ
る
仏
教
を
理
解
。

35支
遁
…
仏
教
者
で
あ
り
な
が
ら
、
般
若
の
空
を
老
荘
思
想
的
な
道
・
無
と
い
う
言
葉
で
説
明
。

し

と

ん

く
う

『
逍
遙
論
』
の
『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
解
釈
は
、
郭
象
を
し
の
ぐ
と
評
さ
れ
る
。

孫
綽
…
儒
教
・
老
荘
思
想
・
仏
教
の
〔

三
教
一
致

〕
を
説
い
た
最
も
初
期
の
思
想
家
。
聖
人
は
生

得
で
な

そ
ん
し
ゃ
く

し
ょ
う
と
く

36

く
、
学
問
修
養
に
よ
っ
て
な
る
と
い
う
説
。
→
「
聖
人
可
学
論
」
の
淵
源
の
一
つ
。
著
書
に
『
喩
道
論
』
な
ど
。

・
道
安
…
仏
教
の
正
確
な
理
解
を
促
す
。
仏
教
は
仏
教
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

慧
遠
…
道
安
の
弟
子
。「
神
不
滅
論
」（
三
世
応
報
説
・
輪
廻
説
に
基
づ
く
）
を
展
開
。『
沙
門
不
敬
王
者
論
』。

え

お

ん

范
縝
…
『
神
滅
論
』
に
て
仏
教
側
の
神
不
滅
論
を
批
判
。
こ
れ
よ
り
、
神
滅
不
滅
論
争
が
活
発
と
な
る
。

は
ん
し
ん

・
〔

鳩
摩
羅
什

〕
…
厖
大
な
仏
典
を
中
国
語
に
翻
訳
し
（
旧
訳
）、
中
国
仏
教
発
展
の
基
礎
を
築
い
た
西

く
や
く

37

域
僧
。
翻
訳
さ
れ
た
仏
典
は
、
竺

道

生
ら
の
手
で
南
方
に
も
伝
え
ら
れ
、
中
国
全
土
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

じ
く
ど
う
し
ょ
う

僧

肇
…
鳩
摩
羅
什
の
弟
子
。
般
若
の
空
の
思
想
を
玄
学
的
表
現
で
説
く
『
肇
論
』
を
著
す
。

そ
う
じ
ょ
う

三-

二
、【
道
教
】

道
家
思
想
…
宇
宙
の
根
源
と
し
て
の
「
道
」
の
概
念
を
道
教
に
も
た
ら
す
。

神
仙
思
想
…
長
生
不
死
の
神
仙
の
概
念
を
も
た
ら
す
。

・
〔

葛
洪

〕
―
〔

『
抱
朴
子
』

〕

38

39

神
仙
の
実
在
を
信
じ
、
「
神
仙
可
学
」
を
主
張
。
金
丹
（
金
属
の
仙
薬
）
を
服
用
。
後
の
「
功
過
格
」
（
日
常
行
為

の
善
悪
を
点
数
化
し
た
表
）
に
つ
な
が
る
思
想
を
説
く
。

・
〔

陶
弘
景

〕
…
上

清
派
道
教
の
大
成
者
。
編
著
書
に
『
真
誥
』
な
ど
。

じ
ょ
う
せ
い

し
ん
こ
う

40

仙
界
・
人
界
・
死
者
の
世
界
の
様
子
、
升
仙
の
方
法
、
真
人
（
神
仙
・
仙
人
）
の
位
階
等
を
具
体
的
に
語
る
。

・
華
北
を
統
一
し
た
北
魏
で
は
、
は
じ
め
仏
教
が
盛
ん
だ
っ
た
が
、
四
四
六
年
に
廃
仏
、
道
教
が
国
教
に
な
る
。

そ
の
後
、
仏
教
と
道
教
と
の
対
立
が
激
化
。


